
 

 

令和６年度 神戸市高齢者介護士認定試験募集案内 

１．制度の目的 

1) 職員のモチベーションを高め、継続して働く意欲を引きだす。 

2) 神戸市内の介護業務に従事して３年で到達すべきレベルを明確にし、介護に対する社会的評価を高める。 

3) 介護職員の専門性を追求し、介護の質を高め、サービス水準を高める。 

4) 人材の安定的確保を図るとともに、人材育成のあり方を追求する。 

２．受験対象者 

1)  神戸市内に所在する、以下の高齢者施設・事業所において、介護業務に従事している職員。 

※常勤・非常勤は問わない。非常勤でも所属長が勤務期間を証明する場合は受験可能。 

●特別養護老人ホーム（地域密着型を含む）●介護老人保健施設 ●介護療養型医療施設、介護医療院 

●養護老人ホーム ●ケアハウス ●介護型有料老人ホーム ●グループホーム ●ショートステイ 

●通所介護、通所リハビリ（地域密着型・認知症対応型を含む） ●小規模多機能型居宅介護、看護小規模 

多機能型居宅介護（複合型サービス）●訪問介護（夜間対応型を含む） ●訪問入浴介護  

●定期巡回・随時対応型訪問介護看護 

2) 学歴、資格保持等は問わない。 

3) 認定試験受験対象者は神戸市介護サービス協会主催の講習会を受講修了したものとし、受講時間が所定の時

間(合計27時間)に満たない場合は受験資格を失うものとする。 

4) 講習会及び認定試験のどちらか片方のみを申し込むことはできない。ただし、令和５年度の講習会を受講修

了し、認定試験未受験者及び不合格者は認定試験のみを受験することができる。 

３．定員 ６０名  

受験申込者が定員を上回った場合は、一定の割合で会員を優先する。(会員８：非会員２) 

その中でも、認定対象者(３年以上５年未満)を優先し、事業所ごとの人数を調整する。 

４．講習会・認定試験 

講習会・認定試験の日程・会場は別紙のとおり。 

５．受講・受験費用 

1) 講習会受講料 神戸市介護サービス協会   会員事業所職員    ７，０００円 

                      非会員事業所職員   １０，０００円 

2) 認定試験受験料             会 員・非会員とも   ３，０００円 

※令和５年度講習会受講者で再受験の方は認定試験のみ受験することができます。 

※講習会受講料・認定試験受験料と合わせて事前振り込みをお願いします。振込先等詳細は、結果通知と一緒

に送付します。 

６．テキスト 

講習会で使用する認定試験対象のテキストは以下のとおり。  定価１１，０００円 

中央法規出版「介護福祉士実務者研修テキスト」 第１巻(第４版) 

第２巻(第３版)  

第３巻(第３版)  

第４巻(第３版) 

テキスト代は、送料込で４巻セット１１，０００円とし、受講料と一緒に徴収します。 

※必要な巻だけでも購入できますが、上記４巻を必ずご用意ください。 

 

第２巻、第３巻は令和５年度講習会

で使用したテキストから改訂になっ

ています。 

 



 

 

７．申し込み方法 

別紙「受験申込書」に「実務経験等証明書」を添えて、施設・事業所より神戸市介護サービス協会事務局宛郵送

にてお申込みください。複数人お申込みの場合はお手数ですがコピーしてお使いください。 

受験申込締切  令和６年６月１４日（金） ６月２８日(金)着まで 

締切を延長しました。ただし、６月１４日以降定員に達した場合は、そこで締め切ります。 

 

８．申し込みから認定までの流れ 

 申し込み  ※各施設・事業所より協会事務局宛郵送でお申込みください。６/１４(金)着まで 
  ↓ 

 受講票・受講料振込用紙送付  ※受講の可否は、６/２１(金)までに郵送いたします。 
  ↓ 

 入金確認後テキスト送付   ※受験費用の振込みが確認でき次第、テキストを送付します。 
  ↓ 

 講 習 会  
  ↓ 

 認 定 試 験  
  ↓ 

 認定試験結果通知  ※合格者には合格証発行  
  ↓ 

 神戸市にて認定証発行  ※認定要件を満たす者のみ 

９．個人情報について 

申込書に記載いただく個人情報については、当事業に係る事務以外には一切使用いたしません。 

10．神戸市高齢者介護士認定 

下記の要件を全て満たす場合、神戸市に認定の推薦を行い、神戸市長名で認定証が授与される。 

1) 神戸市高齢者介護士認定試験合格者。 

2) その年の7月31日現在３年以上５年未満の間継続して同じ法人内事業所で介護業務に従事していること。

（休職期間を除く。法人内の異動により神戸市外の事業所・対象外の事業・職種に従事した期間は除く。） 

※合格時に３年未満の場合は要件を満たす年まで認定を保留とする。 

3) その年の9月1日現在、認定試験申し込み時と同一法人内事業所に勤務していること。 

11．神戸市高齢者介護士認定制度キャリアアップ支援金（神戸市福祉局 介護人材確保促進事業） 

神戸市高齢者介護士認定試験合格者に対し、介護福祉士国家資格の取得を支援するために「キャリアアップ支

援金」（月額10,000円）を交付する。 

＜神戸市高齢者介護士認定とキャリアアップ支援金対象者の違い＞ 

認定試験 介護福祉士 勤続年数 神戸市高齢者介護士認定 キャリアアップ支援金 

合格者 

資格あり 

３年未満 × ※３年目に授与 × 対象外 

３年以上５年未満 ○ 対象 × 対象外 

５年以上 × 対象外 × 対象外 

資格なし 

３年未満 × ※３年目に授与 ○ 対象 

３年以上５年未満 ○ 対象 ○ 対象 

５年以上 × 対象外 ○ 対象 

※「キャリアアップ支援金」は合格者が所属する施設・事業所から神戸市宛に申請していただきます。 

12．お問合せ・申込先 神戸市介護サービス協会事務局(担当：釜本・喜田) 

           〒651-0086 神戸市中央区磯上通3-1-32 神戸市社会福祉協議会 福祉事業課内 

                        電話：078-271-5326 Fax：078-271-5366  E-mail：kaigo@with-kobe.or.jp    

mailto:kaigo@with-kobe.or.jp


＜講師＞

第１講 余田　弘子　先生 神戸市高齢者介護士実務者会　座長／看護師・介護支援専門員

第１講 朝木　俊介　先生 ケアハウスゆうあい　施設長／社会福祉士・介護支援専門員

第１講 安東　武博　先生 特別養護老人ホーム塩屋さくら苑　施設長／介護福祉士・社会福祉士・介護支援専門員

第２講 安達　眞理子 先生 Human Support Believe 代表・兵庫県介護福祉士会　常務理事／介護福祉士・社会福祉士・主任介護支援専門員

第３講 梶原　信子　先生 介護老人福祉施設ぽー愛　 施設長 ／看護師・主任介護支援専門員

第４講 寺前　愛子　先生 (一財)神戸在宅医療・介護推進財団　居宅・包括担当課長／看護師・介護支援専門員

第５講 岡本　圭左　先生 クオリティライフ㈱　次長／介護福祉士・社会福祉士・介護支援専門員・認知症介護指導者

第６講 阿野　英文　先生 (株)経営開発センター　参与

第７講 原 　　暁子　先生 地域密着型特別養護老人ホーム千草たちばなプラス　施設長・兵庫県介護福祉士会　理事 ／介護福祉士・主任介護支援専

第７講 橋本　貴司　先生 特別養護老人ホームうみのほし　生活相談員 ／介護福祉士・神戸市高齢者介護士（Ｈ29認定）

第８講 河野　次雄　先生 (株)アドバンス・ケアシステム　取締役社長／社会福祉士・介護支援専門員

第９講 安達　眞理子 先生 Human Support Believe 代表・兵庫県介護福祉士会　常務理事／介護福祉士・社会福祉士・主任介護支援専門員

令和６年度　神戸市高齢者介護士講習会　カリキュラム
日程 講義 講義時間 時刻 ねらい 講義内容

7/19
（金）

受付開始 9:00～

オリエンテーション ２０分 9:15～9:35

高齢者介護の理念と
倫理

・介護サービス、生活支援の概要

・安全の確保とリスクマネジメント

安全と安心の確保の
ための介護技術①

第２講 ９０分 15:30～17:00
介護事例から事例の全体像
を理解する

第１講 ３１０分
9:35～15:30
（昼食　45分

12:00～12:45）

尊厳の保持や自立支援とい
う高齢者介護の基本理念を
介護の歴史から理解すると
共に実践の場で求められる
職業倫理について学習する

・高齢者介護の歴史的変遷と長寿社会

・高齢者の生活と介護、住まい

・介護の概念の変遷と法における規定

・尊厳の保持、自立に向けた介護の考え方

・人権尊重と権利擁護

・高齢者介護士に求められる倫理

安全と安心の確保の
ための介護技術②

第７講 １５０分 14:30～17:00
自立支援の視点から介護技
術の基礎知識を習得できる

・自立に向けた住居環境、身支度・移動・食事・排泄・

　入浴・清潔の保持・睡眠の介護

・ＩＣＦの説明

・介護事例と個人演習課題の説明

高齢者施設・事業所におけ
る組織のしくみやルールの
理解、社会人・組織人として
の意識を身につける

・福祉施設組織のしくみと運営に関する基礎知識

・社会人としてのマナー（接遇）

・職場における円滑なコミュニケーション

・メンバーシップとリーダーシップ

・レポートの書き方

高齢者施設・事業所
の組織に関する

基礎知識
第６講 １２０分 12:30～14:30

・疾患としての認知症の理解

9/4
（水）

介護保険制度と個人
の権利を守る制度の

概要
第８講 １８０分

9:15～12:15
（昼食　45分
12:15～13:00)

介護実践に必要な観点から
介護保険制度や人権擁護に
関する制度施策の基礎的知
識を習得する

・福祉サービスと介護保険制度のしくみの基本的理解

・介護予防・日常生活支援総合事業

・個人情報保護に関する制度の概要

模擬試験 ３５分 17:10～17:45

・成年後見制度の概要

・高齢者虐待防止法

安全と安心の確保の
ための介護技術③

第９講 ２５０分 13:00～17:10
ＩＣＦの視点に基づく介護過程
の展開についての基礎知識
が習得できる

・介護過程の意義と介護過程の展開

・ＩＣＦの視点「生きることの全体像」の理解

・介護事例による個別援助計画の実際（ｸﾞﾙｰﾌﾟ演習）

8/19
（月）

老年期の心身の
発達と健康①

第３講 ２２０分
9:15～12:55
（昼食　45分

12:55～13:40） 老年期の心身機能の変化の
特徴に関する基礎知識を習
得する

・体のしくみの基礎（ホメオスタシスなど）

・老年期の発達

・老化に伴う心身機能の変化の特徴・老年症候群

・終末期の理解

老年期の心身の
発達と健康②

第４講 ２００分 13:40～17:00

・高齢者の疾病の理解と生活上の留意点

・介護の原因となる疾病の理解

　（フレイル・生活習慣病・生活不活発病）

8/2
（金）

老年期の心身の
発達と健康③

第５講 １５０分
9:15～11:45
（昼食　45分

11:45～12:30）

老年期の心身機能の変化の
特徴に関する基礎知識を習
得する



＜講習会＞ ※今年度はオンライン講習はありません

第１日目 集合型 令和６年７月１９日（ 金 ） 午前9：15～午後5：00（昼休憩45分）

第２日目 集合型 令和６年８月　２日（ 金 ） 午前9：15～午後5：00（昼休憩45分）

第３日目 集合型 令和６年８月１９日（ 月 ） 午前9：15～午後5：00（昼休憩45分）

第４日目 集合型 令和６年９月　４日（ 水 ） 午前9：15～午後5：45（昼休憩45分）

予備日 令和６年９月１４日（ 土 ）

※予備日とは、講習会が気象警報等で中止になった場合の振替日です。

　念のため、シフトを入れずに空けておいてください。

＜認定試験＞ 令和６年９月２７日（ 金 ） 午前10：00～午後4：15（昼休憩45分）

＜講習会・認定試験会場案内＞

こうべ市民福祉交流センター

神戸市中央区磯上通3-1-32 電話　078-271-5310㈹

●ＪＲ、阪急、阪神、市営地下鉄｢三宮駅｣から南東へ徒歩１５分

●市営地下鉄海岸線｢三宮・花時計前駅｣から東へ徒歩１０分

●ﾎﾟｰﾄﾗｲﾅｰ｢貿易センタービル駅｣から東へ徒歩５分

●市バス７系統｢こうべ市民福祉交流センター前｣正面

令和６年度　神戸市高齢者介護士講習会及び認定試験の日程と会場


